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「リフレッシュプログラム」の準備、進行中！ 

「福島子ども・こらっせ神奈川」事務局 

8月7日から9日のリフレッシュプログラムまで2ゕ月をきり、子どもたちの募集もスタートしました。

今年はどんな子どもたちが神奈川に来てくれるのか楽しみです！  

準備も着々と進行中。学生、市民ボランティア、事務局スタッフで構成する実行委員会は2月にスタート

し、回を重ねてきました。実行委員会当日には勉強会をセットしています。3月には福島から吉野裕之さん

を迎えて放射能に関する勉強会、5月にはキックオフミーティングで日野彰さんから福島っ子、楢葉っ子の

現状についてお話を聞きました。6月末にはYMCAの元スタッフで、「こらっせ」に度々研修をしてくださ

ったキャンプの達人、梶谷和宏さんから、キャンプの注意点、子どもたちとの接し方などについて学びます。 

実行委員会はプログラムの打ち合わせとともに、新しく参加する学生さんとスタッフが知り合うチャンス

にもなっています。短期間とはいえ大事な子どもたちを預かるのですから、チームワークが重要です。 

多くの皆さまが賛同してくださったおかげで今年も予定通り開催することができそうですが、目標の資金

額までもう一歩です。引き続き賛同者を募っていますのでよろしくお願いいたします。 

2017年度 神奈川リフレッシュプログラム（仮） 

     日時 場所 プログラム 

８月７日（月） 
午前 バス楢葉町出発（7時30分） 

バスいわき出発（8時30分） 

集合 

(昼食：お弁当) 

 

午後 

夜 

山北町丹沢荘到着 

 

丹沢荘泊 

オリエンテーション・ゲーム 

ウエルカムパーティ 

花火大会 

８月８日（火） 午前 丹沢荘 朝食、三保小学校子どもたちと交流 

 

昼 

午後 

夜 

 

 

丹沢湖ロッヂへ移動 

丹沢湖ロッヂ泊 

昼食、川遊び＋スイカ割り 

ブナの湯で入浴 

みんなで夕食作り、夕食 

キャンプファイヤー 

８月９日（水） 午前 丹沢湖ロッヂ出発 朝食、横浜みなとみらいへ移動 

 昼 

午後 

夜 

みなとみらい周辺 

バス桜木町駅出発 

バスいわき・楢葉に到着 

グループごとに昼食 

散策・遊び・ショッピング 

解散 

 

こらっせ便り 
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5 月 14日（土）かながわ県民活動サポートセンターで、2017年度「神奈川リフレッシュプログラム」に向けたキック

オフ講演会が行われました。約 30人が集まり、講師の話や学生の報告を熱心に聞きました。 

最初にあいさつに立った山際正道代表は「楢葉町は帰還を進め小中学校が楢葉町で再開されましたが、悩みなが

ら試行錯誤で進めているようです。私たちは子どもの立場に立って支援を進めます。今年も『リフレッシュプログラム』を

成功させましょう」と述べました。 

避難指示解除は進んでいるが 

 このあと元楢葉中学校教員の日野彰さんから「教室から

見た楢葉っ子」と題する講演がありました。日野さんの講

演の概要です。 

 福島第一原発事故から6 年が過ぎました。原発事故被災

地の状況を報告します。飯舘村はかなり除染作業が進んで

いますが、放射線量はまだ高いのが現状です。浪江町は避

難指示が一部解除され、来年度から浪江東中学校の校舎を

使って授業を再開する予定です。駅前通りには人はいませ

んでした。震災直後の浪江町は津波の被害があり、消防団

が駆けつけ救助活動をしました。「明日また来るからな」と

言って消防団は去ったのですが、その夜に強制避難の指示

があり、捜索は打ち切りになりました。捜索が再開されたのは１ヶ月後で、がれきに挟まったまま餓死された

方もかなりいたそうです。「助けられたはずの命」と考えると、とてもつらいです。 

私の自宅がある富岡町は、津波の被害もあったのですが、がれきの撤去が始まったのは震災後 4 年半経っ

てからです。富岡駅前にはロータリーとバス停ができていました。除染廃棄物の入ったフレコンパックの数は

減ってきました。しかし、原発事故さえなければ、１年もかからずに復興していたはずです。 

 避難指示は少しずつ解除されています。楢葉町は、4 月末の時点で住民の 22%ほどが帰還しました。広野

町の場合は避難指示解除後３年ほどで人口は増えてきたため、楢葉町でも帰還が進むのはまだ先になると予

想されます。しかし、来年 3 月には賠償金は打ち切られ、福島県は自主避難した人への住宅支援も打ち切っ

たことで、仕事や住居がない人はどうすればいいのか。避難者の心配は尽きません。 

 現在、福島全体では 7 万 1000 人が避難しています。約半数の家族が 2 か所以上に別れて住んでいます。

双葉地方では道路一本をはさんで賠償金の額が違うこともあります。いわき市では津波被害で家を失った人

は、原発事故避難者のような賠償金がありません。こうしたことで、人々の中に対立が生まれました。自主避

難して戻ってきても不安を口に出せない雰囲気があります。 

公営住宅はまだ 70%しかできていません。遅すぎて入る人が少ないのが現状です。住宅除染はまだやって

います。多額のお金が使われていますが、もう帰らないという人もいるわけで、ひとりひとりに寄り添った支

援をしてもらいたいと思います。 

 福島県内で甲状腺がんは 185 人出ています。甲状腺がんに関しては 19 歳以上も医療費は無料となりまし

た。原発の影響はないという県の見解を支持するわけではありませんが、何ともいえません。専門家でも意見

が分かれています。 

 大熊町や双葉町には、帰りたくても帰れません。帰還の見通しすら立っていません。帰ることを望んでいる

人は約 1 割です。常磐自動車道と国道 6 号線が開通しています。線量は少し下がりましたが現在でも 3.5μ

－キックオフ講演会報告－ 

楢葉小中校は試行錯誤で再開 日野彰（元楢葉中学校教員） 
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SV/h という高さです。昨年 5月、バスと軽自動車が正面衝突事故を起こし、事故処理のため何時間も現場に

とどまりました。放射線量の高い帰還困難区域に何時間もとどまり、被ばくさせられたのです。 

 双葉郡の子どもたちの数は震災前には 6397 人いました。震災後に学校を再開したのは現在 22 校で 546

人です。大半の子どもたちは家族とともに避難した地区の学校に普通に行っています。しかし双葉の学校に

は、支援の必要な子どもたちがたくさん通っています。富岡の小学校は、三春町の工場を改装して利用してい

ます。大熊中学校は避難先の会津若松市内のプレハブ校舎で授業を行っています。 

南相馬市の小高区の 4 小学校は 4 月から合同で再開しました。飯舘村の小学校は川俣町で、中学校は飯野

町で授業を行っています。福島市の大波小学校は放射線量が高いこともあり転校が相次ぎ、2014年 3月に休

校となり、2017 年 3 月に廃校になってしまいました。原発から 60ｋｍも離れた地区で廃校になってしまう

ことは、原発事故が広範囲を汚染することを意味しています。 

106 人の生徒が戻った楢葉小中校 

 楢葉町は今年 4月に学校が再開、106人（震災前の 15％）が戻りました。子どもたちと教職員一丸となっ

てがんばり、中学 1、2 年生は全員戻りました。全生徒スクールバスで送り迎えしています。いわきから JR

常磐線で通っている子どもも 17 人います。いわき市の泉駅から通っている子どもは 6 時前に家を出ます。楢

葉町は、通学定期代や給食費は無償、学力向上のために公営塾も提供します。IT 教育に力を入れ、子どもた

ち一人ひとりがタブレット利用できる体制です。IT 機器の操作に、先生が追いつかないことが悩みの種です。 

 大きな家に住んでいた子どもたちは、仮設住宅に入ると自分の部屋がありません。住宅が狭いため、親と中

学生が川の字になって寝るわけです。また、家族の喧嘩や愚痴などが聞こえてくることもあり、家に帰りたく

ないという中学生もいます。仕事がなくした親を見て悲観してしまい、夢を持てない子どももいます。 

 教職員も自分の家族の問題、住居の問題などを抱えていて、学校に来れば避難してきた子どもに寄り添って

支援をしています。震災、原発事故に起因する業務も増加しました。少し落ち着いてきましたが、何とか持ち

こたえているという感じです。 

 日野さんの講演の後、フロアからの質問・意見を受けました。交わされた質疑は、「給食に使われている福

島県産の食材はきちんと検査をして安全なものだけを使っている」「楢葉町では猪が出るのでスクールバスは

玄関先まで行く」「放課後の過ごし方は、中学生は部活動、小学生はバスで自宅へ直行するため友達同士で遊

ぶ機会がない」「夏休みの部活動もバスで送迎し、終了後は学習会も実施している」などです。 

  

「こらっせユース」も報告 

「こらっせユース」の大学生が報告しました。杉

野迅さん、高田準矢さん、鈴木香瑠さんが昨年夏に

山北町で 2 泊 3日で行った「リフレッシュプログラ

ム」について、写真などで詳しく説明をしました。

また、梅澤賢之さん、福嶋晶さんが、春休みに行っ

た学生によるいわき市での楢葉学童保育支援の様子

を報告しました。どちらの報告も、パワーポイント

を使ったプレゼンテーションで、子どもたちに対す

る気持ちがよく伝わってくる、とてもわかりやすい

内容でした。 
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「アースデイ東京 2017」に参加して 
4 月 22日（土）と23日（日）の 2日間、東京の代々木公園で「アースデイ東京 2017」が開催されまし

た。参加した「こらっせユース」の感想です。 

ベーゴマが大人気  杉野 迅 

【土曜日】 子どもたちと国際オリンピックセンタ

ーで初めて会いました。やんちゃな子たちの班で序

盤から走り回りました。中でも、いのちの森、と呼ば

れる明治神宮の奥にある森では、みんなはしゃいで

いました。ベーゴマは子どもたちには大人気。自分

は小学生の時にやったくらいのものでしたが、子ど

もたちの没頭している姿は印象的でした。 

宿舎に関してですが、子どもたちの部屋は横並び

になっていると、もっと確認もしやすいのかな、と

思いました。 

【日曜日】 朝から子どもたちは元気でした。部屋

を綺麗にして朝ごはんを食べて、NHK に向かいました。NHK では私の班の子どもたちはあまり楽しくなさ

そうでしたが、お土産を楽しそうに選んでいる姿を見てホッとしました。そして、お別れのとき。バスが発車

する前に窓から顔をだして「またね！」と言われた時は本当にうれしかったです。 

2 日間を通して、様々なことを感じました。1 日目に頭が痛くて救護室で寝ている子どもに「会いに行こ

う！」と子どもたちが言いだした時は班の絆に感動しました。また、去年の「リフレッシュプログラム」に参

加していた速水嶺仁君の弟の唯峯君が「お兄ちゃんが夏のやつ楽しかったっていってたよ！」と話しかけてき

た時も感動。 

嶺仁君は、いまは科学部で理科実験などを頑張っているそうです。身長が168cmになったらしく、もうす

ぐ負けそうです。 

喧嘩の子どもも仲直り  鈴木 香瑠 

私は土曜日のみ参加しました。最初に公園へ向かう途中、子どもたちに「どこから来たの？」と話しかけて

みました。すると、はっきりした声で答える子が多い中、とても小さな声で答えた子がいました。なぜ小さな

声なのか、その子は「福島出身を知られると、いい目で見られないから」と言っていました。原発の影響で福

島出身ということが禁句となっていることに驚き、震災の傷跡を感じました。 

アースデイ東京では、たくさんのワークショップを体験しました。中石うすで小麦粉を作る体験では、子ど

もたちが協力して作業をし、微笑ましかったです。また、木を彫って鉛筆を作る体験では時間ぎりぎりまでか

けて作業をし、自慢げに見せてくれました。 

その後、命の森へ向かい、体を使った遊びを存分に楽しんだほか、蛙を触ったりベーゴマに挑戦しました。

そんな中、ある男の子が友達と喧嘩をして一人で泣いていました。私が泣き止むまでそばにいると、ぼちぼち

と話してくれ無事仲直りをさせることができました。しかし、もっと早く気づくべきだったなと思っていま

す。この1日だけでもたくさん学べ、充実した日を過ごすことができました。お別れの時、友達と喧嘩をして

泣いていた子が「あの時慰めてくれてありがとう。」とすごく寂しそうに、感謝の言葉を述べてくれた時はと

ても嬉しかったです。たくさんの笑顔を見ることができて、この活動に参加してよかったなと思いました。 

 


